
 

令和７年２月 21 日 

国土交通省関東地方整備局 

相模川水系広域ダム管理事務所 

公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団 

 

宮ヶ瀬ダム貯蔵食材プロジェクト始動！ 

チーズとコーヒー豆の貯蔵開始 

～ダム貯蔵で新たな価値をつけて地域食材に～ 

 

相模川水系広域ダム管理事務所及び宮ヶ瀬ダム周辺振興財団では、新たに宮ヶ瀬ダム内部へ

の貯蔵を開始するにあたり、食材を搬入する蔵入れ式を開催します。 

宮ヶ瀬ダムでは、令和 1 年度より社会実験として日本酒の貯蔵を開始し、令和 2 年度からは

全国で進められている「河川空間のオープン化」の取り組みとしてダム堤体とその周辺を、都

市・地域再生等利用区域に指定し、宮ヶ瀬ダム周辺振興財団が占用許可を受けてダム等の利用

が行われています。この取り組みを利用して、新たにチーズ及びコーヒー豆の貯蔵を開始しま

す。 

貯蔵品は 3 か月～1 年程度の期間で、定期的に状況を確認しながら、出荷され広く販売が行

われる予定です。将来的には宮ヶ瀬湖周辺の飲食店などで提供される食材となることが期待さ

れます。 

〈蔵入れ式〉 

場 所：宮ヶ瀬ダム内部（ダム天端から１３５ｍ下の点検用通路内） 

日 時：令和７年２月２８日（金）１０：００～ 

今回の貯蔵食材：ゴーダチーズ（ダムに隣接する服部牧場のチーズ工房製）20 ㎏ 

コーヒー豆（真空包装された生豆、輸入品）30 ㎏ 

出席者：愛川町長、服部牧場 代表者、宮ヶ瀬ダム周辺振興財団 理事長 

    相模川水系広域ダム管理事務所長 

公開等：蔵入れ式は、ダム内部にて報道機関を通じて公開で行います。取材を希望される方

は、別紙１により２月２６日（水）１７時までに申し込み下さい。当日の集合場所

は、別紙２をご覧下さい。 
 
＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ  神奈川建設記者会  厚木記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

○宮ヶ瀬ダム都市・地域再生等利用区域の制度、河川空間のオープン化に関すること 

関東地方整備局 相模川水系広域ダム管理事務所 

電話：０４６－２８１－６９１１（代表） FAX：０４６－２８１－５６９６ 

広域水管理課長 ： 佐藤（さとう） （内線：３４１） 

○蔵入れ式・貯蔵事業に関すること 

公益財団法人 宮ヶ瀬ダム周辺振興財団 

電話：０４６－２８８－３４３４（ダイヤルイン） 

企画振興課 ： 下嶋（しもじま） 

 



 

別紙１ 

 

「宮ヶ瀬ダム貯蔵食材プロジェクト」蔵入れ式 

取材申込書 

 

取材を希望される場合は、事前に申込をお願いします。 

 

開催日時：令和７年２月 28 日(金) 10 時 00 分～ （９時 30 分受付開始） 

 

報道機関名  

担当者氏名  

当日の連絡先  

取材人数  

車種・台数  

 

申込期限：令和７年２月 26 日(水)17 時 00 分まで 

申込先 ：FAX  ０４６－２８１－５６９６ 

E-mail ktr-miyagase@mlit.go.jp 

 

 

※ 御記入頂いた個人情報は今回の取材のみに使用し、第三者には提供致しません。 

※ 記者及びカメラマンの方は、必ず貴社の「腕章」の着用をお願い致します。また、受付時には御名

刺を頂戴致します。 



【集合場所】神奈川県相模原市緑区青山字南山2145-50
相模川水系広域ダム管理事務所１階展望ホール

集合場所：相模川水系広域ダム管理事務所
１階展望ホール
（宮ヶ瀬ダム天端左岸）

国土地理院地図を加工

★集合場所（宮ヶ瀬ダム：相模川水系広域ダム管理事務所）までのアクセス

県立あいかわ公園を目的地に
していただき、県道412号で
服部牧場やオギノパンの店舗
を目安にていただけると分か
りやすいです。
県立あいかわ公園の手前で、
相模川水系広域ダム事務所へ
の専用道があります。そこに
警備員がいる門扉（真名倉
ゲート）がありますので、ダ
ム蔵入れ式への取材とお伝え
下さい。そこから会場の宮ヶ
瀬ダム：相模川水系広域ダム
事務所までは１本道となりま
す。

別紙２
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